
 

 

 

 

中学校用教科用図書調査員の調査実施項目 

 

１ 取扱内容 

  教育基本法に定める教育の目的・目標等、学校教育法に定める義務教育の目標等及び

学習指導要領に定める教科の目標を達成する上において、より適切かつ効果的であるか。 

 

２ 内容の選択及び扱い 

（１）選択と扱いは、学習指導を進める上でより適切であるか。 

（２）生徒の日常生活・経験及び興味・関心に対する配慮がなされており、自主的・自発

的な学習を指導する上でより適切であるか。 

（３）他の教科との関連が必要に応じ配慮されているか。 

（４）発展的な学習内容が主たる内容の学習に資するものであるか。 

（５）地域の実態等に照らしてより適切であるか。 

 

３ 内容の程度 

    内容の程度は、生徒の心身の発達段階と特性に適応しているか。 

 

４ 内容の構成及び配列 

（１）構成及び配列は、学習指導上、より適切かつ効果的であるか。 

（２）文章、さし絵、図表、写真、用語などの表記は適切であり、これらに不統一や無用

の重複はないか。 

 

５ 創意工夫 

（１）教科の目標とする能力や態度を育成する上に、適切な創意工夫が認められるか。 

（２）教科の内容の精選が十分なされており、基礎的・基本的事項の理解や修得の徹底を

図る上に、適切な創意工夫が認められるか。 

（３）選択、扱い、構成、配列、表現などに適切な創意工夫が認められるか。 

 

６ 使用上の便宜 

（１）判型、分冊、印刷、製本が、学習指導上、より適切であるか。 

（２）文字の大きさ、字間・行間及び書体は、学習指導上、より適切であるか。 

 

７ その他 

    各種目における調査を必要とする事項 

資料４ 


